
 審 査 料：20,000 円

 審 査 料：20,000 円

文化外国語専門学校 募集要項

日本語科
【４月期生】
授      業：月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分
募集人員： 180 名   
修学期間： 1 年（4 月入学～翌年3 月卒業）

出願資格： 外国において通常の課程による 12 年以上の学校教育を修了し、なおかつその国の大学への
　　　　　入学資格をもつ者。

出願期間： 新規入国は10 月 1 日～12 月 25 日まで（土・日曜、祝日を除く）。
※ただし、出願期限までに、受付から書類点検および点検後の提出の全てが整っていなければなりません。
すでに在留資格をお持ちの場合は10 月 1 日～翌年 2 月末日まで（土・日曜、祝日を除く）。

※ただし、受付期間内であっても定員になり次第締め切ります（事前に連絡のうえ、ご確認下さい）。

審査方法： 書類審査と日本在住の身元保証人との面接により合否を決定します。

学　　費：

　　　　　　※教材はレベルによって異なりますが、約20,000 円（各自購入）。
　　　　　　※海外から学費を振込むと、海外の銀行と日本の銀行で手数料が引かれます。
 1 期分の学費になるように、手数料を含めた金額を振込んでください。

【１０月期生】
授業： 月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分
募集人員： 60 名
修学期間： 1 年 6 か月（10 月入学～翌々年3 月卒業）

出願資格： 外国において通常の課程による 12 年以上の学校教育を修了し、なおかつその国の大学への
　　　　　入学資格をもつ者。

出願期間： 新規入国は4 月 1 日～7 月 31 日まで（土・日曜、祝日を除く）。
　　　　　    ※ただし、出願期限までに、受付から書類点検および点検後の提出の全てが整っていなければなりません。
　　　　　   すでに在留資格をお持ちの場合は4 月 1 日～8 月 31 日まで（土・日曜、祝日を除く）。
　　　　　　 ※ただし、受付期間内であっても定員になり次第締め切ります（事前に連絡のうえ、ご確認下さい）。

審査方法： 書類審査と日本在住の身元保証人との面接により合否を決定します。
学　　費：

　※教材はレベルによって異なりますが、約20,000 円（各自購入）。
　※海外から学費を振込むと、海外の銀行と日本の銀行で手数料が引かれます。
 1 期分の学費になるように、手数料を含めた金額を振込んでください。



 審 査 料：20,000 円

日本語教師養成科
※日本語母語話者については、「７．日本語教師養成科 日本語母語話者 募集要項」をご覧ください。

授      業：月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分

募集人員： ６0 名   　

修学期間： 1 年（4 月入学～翌年3 月卒業）　　

出願資格：日本もしくは外国において通常の課程による12 年以上の学校教育を修了し、なおかつ大学へ
 の入学資格を有する。また、母語が日本語以外の場合は、下記（①～④）のいずれかを満たす者。
  ①法務大臣により告示されている日本語教育機関で 6 か月以上の日本語教育を受けた者
 （この場合、日本語教育機関での出席率が80%以上であることが望ましい）。
 ②（財）日本国際教育支援協会および（独）国際交流基金が実施する「日本語能力試験 N2
 以上に合格している者。
 ③（独）日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」（日本語）の得点が200 点以上の者。
 ④上記（②または③）と同等の学力を有すると本校の学校長が認定した者。
 ※日本国内において法務省告示の日本語教育機関で教員として勤務するためには、告示基準の日本語教員要件
 を満たす必要があります。

出願期間： 新規入国は10 月 1 日～12 月 25 日まで（土・日曜、祝日を除く）。
 ※ただし、出願期限までに、受付から書類点検および点検後の提出の全てが整っていなければなりません。
 すでに在留資格をお持ちの場合は10 月 1 日～翌年 2 月末日まで（土・日曜、祝日を除く）。
 ※ただし、受付期間内であっても定員になり次第締め切ります（事前に連絡のうえ、ご確認下さい）。

審査方法： ◇東京（本校）受付の場合
 入学希望者が出願書類提出の後、筆記試験と本人との面接の後に最終審査を行い、合否を
 決定します。
 ◇海外事務所受付の場合
 入学希望者が出願書類提出の後、海外事務所にて筆記試験およびスカイプまたは国際電話
 による面接の後に最終審査を行い、合否を決定します。
 ◇過去 3 年以内に日本語能力試験N1 に合格している場合、筆記試験の一部が免除されます。

学　　費：

 ※教材は、教師の指示のもとに各自購入。
 ※海外から学費を振込むと、海外の銀行と日本の銀行で手数料が引かれます。
 1 期分の学費になるように、手数料を含めた金額を振込んでください。
 ※本校の日本語科および日本語通訳ビジネス科、文化学園大学、文化ファッション大学院大学、文化服装学院卒業ま
 たは退学後の入学者は、審査料・入学金免除。



 審 査 料：20,000 円

日本語通訳ビジネス科
授      業：月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分

（自由選択科目を履修する場合は～15 時 50 分）

募集人員： １２0 名   　

修学期間： ２ 年（4 月入学～～翌々年3 月卒業）

出願資格：日本もしくは外国において通常の課程による12 年以上の学校教育を修了し、なおかつ大学へ
 の入学資格を有する者のうち、下記（①～④）のいずれかを満たす者。
  ①法務大臣により告示されている日本語教育機関で 6 か月以上の日本語教育を受けた者
 （この場合、日本語教育機関での出席率が80%以上であることが望ましい）。
 ②（財）日本国際教育支援協会および（独）国際交流基金が実施する「日本語能力試験 N2
 以上に合格している者。
 ③（独）日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」（日本語）の得点が200 点以上の者。
 ④上記（②または③）と同等の学力を有すると本校の学校長が認定した者。

出願期間： 新規入国は10 月 1 日～12 月 25 日まで（土・日曜、祝日を除く）。
※ただし、出願期限までに、受付から書類点検および点検後の提出の全てが整っていなければなりません。
すでに在留資格をお持ちの場合は10 月 1 日～翌年 2 月末日まで（土・日曜、祝日を除く）。

※ただし、受付期間内であっても定員になり次第締め切ります（事前に連絡のうえ、ご確認下さい）。

審査方法： ◇東京（本校）受付の場合
 入学希望者が出願書類提出の後、筆記試験と本人との面接の後に最終審査を行い、合否を
 決定します。
 ◇海外事務所受付の場合
 入学希望者が出願書類提出の後、海外事務所にて筆記試験およびスカイプまたは国際電話
 による面接の後に最終審査を行い、合否を決定します。
 ◇過去 3 年以内に日本語能力試験N1 に合格している場合、筆記試験の一部が免除されます。

学      費： 

 ※教材は、教師の指示のもとに各自購入。
 ※海外から学費を振込むと、海外の銀行と日本の銀行で手数料が引かれます。
　　1 期分の学費になるように、手数料を含めた金額を振込んでください。
 ※本校の日本語科および日本語教師養成科、文化学園大学、文化ファッション大学院大学、文化服装学院卒業または退学後
 の入学者は、審査料・入学金免除。



【 東 京 】

【台 北 事 務 所】

【ソウル事務所】

【バンコク事務所】

【上 海 事 務 所】

【 北 京 】

【インドネシア】

1. 出願方法・場所
出願方法：本校に入学するためには日本人の身元保証人が必要です（日本語教師養成科に出願する日本
 国籍の方を除く）。
 ◇身元保証人は出願書類をすべてそろえて、東京の本校教務部に提出してください（郵送不可）。
 ◇台湾、韓国、タイに住んでいる方で日本人の保証人がいない場合は台北、ソウル、バンコ
 ク事務所に出願してください。
 ◇中国に住んでいる方で日本人の保証人がいない場合は、下記の北京または上海の受付機関
 に出願してください。
 ※北京・上海は受付に際し、条件や手数料等がありますので、直接各受付機関へお問い合わせください。

 ◇インドネシアに住んでいる方で日本人の保証人がいない場合は、下記のジャカルタの受付
 機関に出願してください。

 各事務所および各受付機関において入学志願者および両親等（経費支弁者）の書類審査と面
 接に合格した方は本校在学中に限り学校が身元保証人を引き受けます（学校保証制度）。

出願場所：
 文化外国語専門学校 教務部 東京都渋谷区代々木3-22-1
 TEL（03）3299-2011 月曜日～金曜日9:00～16:30（土・日・祝祭日および本
 学園創立記念日 6 月 23日を除く。その他、不定期休がありますので、なるべく事
 前に電話連絡のうえ、来校下さい )

 台北市重慶南路1 段 57 号 4F
 TEL（02）2375-1951 月曜日～金曜日9:00～17:00（台湾の祝日を除く）

 大韓民国SEOUL 市 鍾路区 三一大路 461 雲峴宮SKHUB102 棟 204-1、2 室
 TEL（02）561-6708 月曜日～金曜日9:00～17:00（韓国の祝日を除く）

 90 Soi Ekamai 12, Sukhumvit 63 Road, Klongton Nua, Wattana, 
 Bangkok10110, Thailand.
 TEL（083）163-8555 月曜日～金曜日9:00～17:00（タイの祝日を除く）

 中国上海市長寧区延安西路1882 号 東華大学逸夫楼405 室
 TEL（021）6273-6537 月曜日～金曜日9:00～17:00（中国の祝日を除く）

 金吉列出国留学咨詢服務有限公司 北京市建国門外大街永安里 米陽大厦 5 階
 TEL（010）6568-5656 月曜日～金曜日9:00～17:00（中国の祝日を除く）

 You×Study×Japan Indonesia Office
 Gedung Summitmas 1 Lantai 10,Jl.JendralSudirmanKav.61-62,
 JAKARTA Indonesia
 TEL(021)252-3716 （事前に連絡のうえ、お越しください） 
 ysj@fujistaff.co.id



2. 出願書類
出願書類：出願書類に不備（書類の不足・記載事項の記入・捺印もれ等）がありますと、受付ができませんので、

出願をする前に下記のことを確認してください。※提出された書類は返却いたしません。

※各書類は特に指定のあるもの以外、原本での提出を原則とします。（コピー不可）
※証明書類は発行日から３ヶ月以内の物にしてください。ただし、国外発行の物は６ヶ月以内発行の物でも構いません。
※各書類が日本語または英語以外の言語で表記されている場合は、日本語または英語に翻訳した書類を添付してください。
   この場合、正しく翻訳された書類であることを証明する翻訳者、翻訳会社、学校責任者等による署名、捺印が必要です。
●出願書類は入学審査、在留資格認定証明書の交付申請、在学期間中の学籍管理に利用しますが、本人の承諾を
   得ることなく第三者に開示することは一切ありません。



3. 身元保証人について
◇身元保証人の役割
 ①身元保証人は入学志願者に代わって本校で入学手続き（出願、審査料や入学金を納入）を行う。
  また、本校からの通知や連絡などを入学志願者へ伝えるなど、本校と入学志願者との「橋渡し」
  の役割を果たす。
 ②身元保証人は入学者の在籍期間中に両親等が、学費・生活費など金銭上の責任を負えなくなった
 とき、または進学や一身上の諸問題等で問題が生じたときにも一切の責任を負う。
◇身元保証人の資格
 身元保証人は、原則として東京都内またはその近郊に居住する日本人または永住者・定住者の在
 留資格を持つ独立生計者であること。

4. 在留資格認定証明書および査証の申請手続きについて
◇新規入国の場合
 本校に入学する者には、法務省から正規の留学生として「留学」の在留資格が許可されます。
 海外にいる入学志願者が査証を受けて来日できるようにするためには、次のような手続きが必要です。
 ①身元保証人は本校に必要書類一式と審査料を添えて提出する。
 ②身元保証人に代わり、本校が入国管理局へ「在留資格認定証明書」の申請手続きを行う。
 ③本校は、「在留資格認定証明書」を受理した後、身元保証人に送付する。さらに身元保証人は入
 学志願者に送付する。
 ④入学志願者は「旅券」「在留資格認定証明書」「入学許可書」、その他必要書類をそろえて日本国
 在外公館へ行き査証の申請をする。
◇「短期滞在」の在留資格がある場合
 本校の入学許可を受けた国内出願者で、観光や訪問を目的とした「短期滞在」の在留資格の場合は、
 日本国内での在留資格変更はできませんので新規入国者と同じ扱いとなります。

5. 出願から来日までの手順
入学志願者
 出願書類すべてをそろえて身元保証人へ送付する。
身元保証人
 入学志願者から送られてきた出願書類が完備していることを確認して、本校窓口に審査料20,000
 円を添えて出願する。
文化外国語専門学校
 出願を受け付けてから3 週間以内に審査を行い、合否を身元保証人に連絡する（合格者には入学金
 の振込用紙を同封）。
身元保証人
 合格通知を受け取ったら振込用紙を使用し、入学金の120,000 円を指定期間内に納入し、振込用
 紙の領収書をコピーして本校に送付する。
文化外国語専門学校
 入学金の納入が確認された後、身元保証人に入学許可書を送付する。入学志願者に代わって本校職
 員が入国管理局に行き、在留資格認定証明書の申請手続きを行う。
入国管理局
 申請書類に基づいて審査が行われ、許可された志願者の在留資格認定証明書が学校に送付される。
 ※なお、学内審査に合格されても、入国管理局・在外公館の審査により不交付となることがあります。

文化外国語専門学校
 在留資格認定証明書と学費納入のための振込用紙を身元保証人へ送付する。  
身元保証人
 本校から送られてきた在留資格認定証明書と入学許可書を入学志願者に送付する。
入学志願者
 身元保証人から送られた在留資格認定証明書・入学許可書・旅券・写真などをそろえて日本国在外
 公館へ査証の申請をする。
身元保証人
 来日に係わる手配を行ない、入学の準備を整える。なお、入学式より1 か月以内に来日が不可能な
 場合は授業運営上、入学延期または取消の対象となります。

6. 学納金返還について
◇在留資格認定証明書が不交付の場合
　審査料を除く全納入金を返還する。ただし、入学許可書の返却が必要。
◇在留資格認定証明書は交付されたが、査証の発給申請を行わず不来日の場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学許可書と在留資格認定証明書の返却が必要。
◇在外公館で査証の発給申請をしたが、認められず来日できなかった場合
　審査料を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学許可書の返還と在外公館において査証が発給されなかったことを確認できる書類が必要。
◇査証を取得したが、出国前に入学を辞退した場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、査証の失効を確認できる書類と在留資格認定証明書および入学許可書の返却が必要。
◇査証を取得して来日した学生が、退学および不登校の場合
　審査料を含む全納入金は一切返還しない。
◇入国管理局で留学ビザへの変更申請が不許可となった場合
　入学取消となり、審査料を除く全納入金を返還する。ただし、入学許可書の返却が必要。
◇日本国籍または日本の学校に在籍可能な査証を既に所持している者が、入学前に入学を辞退した場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学月の前月末日までに入学辞退の手続き書類の提出が必要。

   7. 日本語教師養成科
授      業：月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分

募集人員： ６0 名   　

修学期間： 1 年（4 月入学～翌年3 月卒業）　　

出願資格：日本もしくは外国において通常の課程による12 年以上の学校教育を修了し、なおかつ大学へ
の入学資格を有する。

補足事項
当校の「日本語教師養成科」は文化庁の「日本語教員の要件として適当と認められる４２０
単位時間以上の研修」の基準を満たし、届出を受理された日本語教師養成講座であり、卒業後、
法務省告示をもって定められた日本語教育機関への就職が可能となります。その際には、以
下の「ニ」項にあるとおり、「学士の学位を有」すること、つまり四年制大学を卒業しているか、
または、「イ」～「ホ」までのいずれかに該当する必要があります。

〈「日本語教育機関の告示基準」第一条十三より抜粋〉
全ての教員が，次のいずれかに該当する者であること。
イ 大学（短期大学を除く。以下この号において同じ。）又は大学院において日本語教育に関
する教育課程を履修して所定の単位を修得し，かつ，当該大学を卒業し又は当該大学院
の課程を修了した者。

ロ 大学又は大学院において日本語教育に関する科目の単位を２６単位以上修得し，かつ，
当該大学を卒業し又は当該大学院の課程を修了した者。

ハ 公益財団法人日本国際教育支援協会が実施する日本語教育能力検定試験に合格した者。
ニ 学士の学位を有し，かつ，日本語教育に関する研修であって適当と認められるものを
４２０単位時間以上受講し，これを修了した者。

ホ その他イからニまでに掲げる者と同等以上の能力があると認められる者。

出願書類：  ①入学願書・履歴書 （本校指定のもの、顔写真貼付）
 学歴欄の学校名、修業年限、入学・卒業年月日は初等教育から正確に記入する。
 ②最終出身学校の卒業証明書
 ③最終出身学校の成績証明書
 ④最高学歴の卒業証明書 （最終出身学校と同一の場合は不要）
 大学を卒業した後に、専門学校等に進学した場合は、大学等（短大、大学院）の証明書も
 提出する。

 ⑤顔写真（縦40 ㎜×横３０㎜） ３枚（願書貼付分含む）
 無帽、無背景、正面向きのもの。デジタルカメラ、カラーコピー等で作成した写真は不可。
 裏面に氏名を記入する。
 ⑥志望理由書A4 1 枚程度
 ⑦審査料 ２０，０００円 （出願後は返金いたしません）
 ⑧学生会館入館申込書 （学生会館への入館を希望する場合は提出が必要です。
 ただし、希望に沿えない場合や入館できない場合もあります）

※各書類は、原本での提出を原則とします。（コピー不可）
※証明書は発行日から３カ月以内の物にしてください。ただし、国外発行物は６カ月以内発行の物でも構いません。

出願期間と試験日程： 別途、お知らせいたします。

審査方法： 出願書類提出の後、面接試験を行い、合否を決定します。

学      費：

※日本語母語話者は145 コマ免除のため、授業料の16%にあたる前期分60,000 円、後期分60,000 円が減
　免になります。
　上記の表の授業料は免除後の金額です。
※教材は教師の指示のもとに各自購入。
※文化学園大学、文化ファッション大学院大学、文化服装学院卒業または退学後の入学者は、審査料・入学金免除。
　

学納金返納について：入学手続き（学費納入）完了後、他校合格等により入学辞退を希望される場合には、
所定の書類の提出により入学辞退となりますので、３月３１日までに手続きをお
取りいただきます。手続き完了後、入学金以外の学費を返還いたします。

以上



日本語母語話者 募集要項

3. 身元保証人について
◇身元保証人の役割
 ①身元保証人は入学志願者に代わって本校で入学手続き（出願、審査料や入学金を納入）を行う。
  また、本校からの通知や連絡などを入学志願者へ伝えるなど、本校と入学志願者との「橋渡し」
  の役割を果たす。
 ②身元保証人は入学者の在籍期間中に両親等が、学費・生活費など金銭上の責任を負えなくなった
 とき、または進学や一身上の諸問題等で問題が生じたときにも一切の責任を負う。
◇身元保証人の資格
 身元保証人は、原則として東京都内またはその近郊に居住する日本人または永住者・定住者の在
 留資格を持つ独立生計者であること。

4. 在留資格認定証明書および査証の申請手続きについて
◇新規入国の場合
 本校に入学する者には、法務省から正規の留学生として「留学」の在留資格が許可されます。
 海外にいる入学志願者が査証を受けて来日できるようにするためには、次のような手続きが必要です。
 ①身元保証人は本校に必要書類一式と審査料を添えて提出する。
 ②身元保証人に代わり、本校が入国管理局へ「在留資格認定証明書」の申請手続きを行う。
 ③本校は、「在留資格認定証明書」を受理した後、身元保証人に送付する。さらに身元保証人は入
 学志願者に送付する。
 ④入学志願者は「旅券」「在留資格認定証明書」「入学許可書」、その他必要書類をそろえて日本国
 在外公館へ行き査証の申請をする。
◇「短期滞在」の在留資格がある場合
 本校の入学許可を受けた国内出願者で、観光や訪問を目的とした「短期滞在」の在留資格の場合は、
 日本国内での在留資格変更はできませんので新規入国者と同じ扱いとなります。

5. 出願から来日までの手順
入学志願者
 出願書類すべてをそろえて身元保証人へ送付する。
身元保証人
 入学志願者から送られてきた出願書類が完備していることを確認して、本校窓口に審査料20,000
 円を添えて出願する。
文化外国語専門学校
 出願を受け付けてから3 週間以内に審査を行い、合否を身元保証人に連絡する（合格者には入学金
 の振込用紙を同封）。
身元保証人
 合格通知を受け取ったら振込用紙を使用し、入学金の120,000 円を指定期間内に納入し、振込用
 紙の領収書をコピーして本校に送付する。
文化外国語専門学校
 入学金の納入が確認された後、身元保証人に入学許可書を送付する。入学志願者に代わって本校職
 員が入国管理局に行き、在留資格認定証明書の申請手続きを行う。
入国管理局
 申請書類に基づいて審査が行われ、許可された志願者の在留資格認定証明書が学校に送付される。
 ※なお、学内審査に合格されても、入国管理局・在外公館の審査により不交付となることがあります。

文化外国語専門学校
 在留資格認定証明書と学費納入のための振込用紙を身元保証人へ送付する。  
身元保証人
 本校から送られてきた在留資格認定証明書と入学許可書を入学志願者に送付する。
入学志願者
 身元保証人から送られた在留資格認定証明書・入学許可書・旅券・写真などをそろえて日本国在外
 公館へ査証の申請をする。
身元保証人
 来日に係わる手配を行ない、入学の準備を整える。なお、入学式より1 か月以内に来日が不可能な
 場合は授業運営上、入学延期または取消の対象となります。

6. 学納金返還について
◇在留資格認定証明書が不交付の場合
　審査料を除く全納入金を返還する。ただし、入学許可書の返却が必要。
◇在留資格認定証明書は交付されたが、査証の発給申請を行わず不来日の場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学許可書と在留資格認定証明書の返却が必要。
◇在外公館で査証の発給申請をしたが、認められず来日できなかった場合
　審査料を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学許可書の返還と在外公館において査証が発給されなかったことを確認できる書類が必要。
◇査証を取得したが、出国前に入学を辞退した場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、査証の失効を確認できる書類と在留資格認定証明書および入学許可書の返却が必要。
◇査証を取得して来日した学生が、退学および不登校の場合
　審査料を含む全納入金は一切返還しない。
◇入国管理局で留学ビザへの変更申請が不許可となった場合
　入学取消となり、審査料を除く全納入金を返還する。ただし、入学許可書の返却が必要。
◇日本国籍または日本の学校に在籍可能な査証を既に所持している者が、入学前に入学を辞退した場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学月の前月末日までに入学辞退の手続き書類の提出が必要。

   7. 日本語教師養成科
授      業：月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分

募集人員： ６0 名   　

修学期間： 1 年（4 月入学～翌年3 月卒業）　　

出願資格：日本もしくは外国において通常の課程による12 年以上の学校教育を修了し、なおかつ大学へ
の入学資格を有する。

補足事項
当校の「日本語教師養成科」は文化庁の「日本語教員の要件として適当と認められる４２０
単位時間以上の研修」の基準を満たし、届出を受理された日本語教師養成講座であり、卒業後、
法務省告示をもって定められた日本語教育機関への就職が可能となります。その際には、以
下の「ニ」項にあるとおり、「学士の学位を有」すること、つまり四年制大学を卒業しているか、
または、「イ」～「ホ」までのいずれかに該当する必要があります。

〈「日本語教育機関の告示基準」第一条十三より抜粋〉
全ての教員が，次のいずれかに該当する者であること。
イ 大学（短期大学を除く。以下この号において同じ。）又は大学院において日本語教育に関
する教育課程を履修して所定の単位を修得し，かつ，当該大学を卒業し又は当該大学院
の課程を修了した者。

ロ 大学又は大学院において日本語教育に関する科目の単位を２６単位以上修得し，かつ，
当該大学を卒業し又は当該大学院の課程を修了した者。

ハ 公益財団法人日本国際教育支援協会が実施する日本語教育能力検定試験に合格した者。
ニ 学士の学位を有し，かつ，日本語教育に関する研修であって適当と認められるものを
４２０単位時間以上受講し，これを修了した者。

ホ その他イからニまでに掲げる者と同等以上の能力があると認められる者。

出願書類：  ①入学願書・履歴書 （本校指定のもの、顔写真貼付）
 学歴欄の学校名、修業年限、入学・卒業年月日は初等教育から正確に記入する。
 ②最終出身学校の卒業証明書
 ③最終出身学校の成績証明書
 ④最高学歴の卒業証明書 （最終出身学校と同一の場合は不要）
 大学を卒業した後に、専門学校等に進学した場合は、大学等（短大、大学院）の証明書も
 提出する。

 ⑤顔写真（縦40 ㎜×横３０㎜） ３枚（願書貼付分含む）
 無帽、無背景、正面向きのもの。デジタルカメラ、カラーコピー等で作成した写真は不可。
 裏面に氏名を記入する。
 ⑥志望理由書A4 1 枚程度
 ⑦審査料 ２０，０００円 （出願後は返金いたしません）
 ⑧学生会館入館申込書 （学生会館への入館を希望する場合は提出が必要です。
 ただし、希望に沿えない場合や入館できない場合もあります）

※各書類は、原本での提出を原則とします。（コピー不可）
※証明書は発行日から３カ月以内の物にしてください。ただし、国外発行物は６カ月以内発行の物でも構いません。

出願期間と試験日程： 別途、お知らせいたします。

審査方法： 出願書類提出の後、面接試験を行い、合否を決定します。

学      費：

※日本語母語話者は145 コマ免除のため、授業料の16%にあたる前期分60,000 円、後期分60,000 円が減
　免になります。
　上記の表の授業料は免除後の金額です。
※教材は教師の指示のもとに各自購入。
※文化学園大学、文化ファッション大学院大学、文化服装学院卒業または退学後の入学者は、審査料・入学金免除。
　

学納金返納について：入学手続き（学費納入）完了後、他校合格等により入学辞退を希望される場合には、
所定の書類の提出により入学辞退となりますので、３月３１日までに手続きをお
取りいただきます。手続き完了後、入学金以外の学費を返還いたします。

以上



 審 査 料：20,000 円

3. 身元保証人について
◇身元保証人の役割
 ①身元保証人は入学志願者に代わって本校で入学手続き（出願、審査料や入学金を納入）を行う。
  また、本校からの通知や連絡などを入学志願者へ伝えるなど、本校と入学志願者との「橋渡し」
  の役割を果たす。
 ②身元保証人は入学者の在籍期間中に両親等が、学費・生活費など金銭上の責任を負えなくなった
 とき、または進学や一身上の諸問題等で問題が生じたときにも一切の責任を負う。
◇身元保証人の資格
 身元保証人は、原則として東京都内またはその近郊に居住する日本人または永住者・定住者の在
 留資格を持つ独立生計者であること。

4. 在留資格認定証明書および査証の申請手続きについて
◇新規入国の場合
 本校に入学する者には、法務省から正規の留学生として「留学」の在留資格が許可されます。
 海外にいる入学志願者が査証を受けて来日できるようにするためには、次のような手続きが必要です。
 ①身元保証人は本校に必要書類一式と審査料を添えて提出する。
 ②身元保証人に代わり、本校が入国管理局へ「在留資格認定証明書」の申請手続きを行う。
 ③本校は、「在留資格認定証明書」を受理した後、身元保証人に送付する。さらに身元保証人は入
 学志願者に送付する。
 ④入学志願者は「旅券」「在留資格認定証明書」「入学許可書」、その他必要書類をそろえて日本国
 在外公館へ行き査証の申請をする。
◇「短期滞在」の在留資格がある場合
 本校の入学許可を受けた国内出願者で、観光や訪問を目的とした「短期滞在」の在留資格の場合は、
 日本国内での在留資格変更はできませんので新規入国者と同じ扱いとなります。

5. 出願から来日までの手順
入学志願者
 出願書類すべてをそろえて身元保証人へ送付する。
身元保証人
 入学志願者から送られてきた出願書類が完備していることを確認して、本校窓口に審査料20,000
 円を添えて出願する。
文化外国語専門学校
 出願を受け付けてから3 週間以内に審査を行い、合否を身元保証人に連絡する（合格者には入学金
 の振込用紙を同封）。
身元保証人
 合格通知を受け取ったら振込用紙を使用し、入学金の120,000 円を指定期間内に納入し、振込用
 紙の領収書をコピーして本校に送付する。
文化外国語専門学校
 入学金の納入が確認された後、身元保証人に入学許可書を送付する。入学志願者に代わって本校職
 員が入国管理局に行き、在留資格認定証明書の申請手続きを行う。
入国管理局
 申請書類に基づいて審査が行われ、許可された志願者の在留資格認定証明書が学校に送付される。
 ※なお、学内審査に合格されても、入国管理局・在外公館の審査により不交付となることがあります。

文化外国語専門学校
 在留資格認定証明書と学費納入のための振込用紙を身元保証人へ送付する。  
身元保証人
 本校から送られてきた在留資格認定証明書と入学許可書を入学志願者に送付する。
入学志願者
 身元保証人から送られた在留資格認定証明書・入学許可書・旅券・写真などをそろえて日本国在外
 公館へ査証の申請をする。
身元保証人
 来日に係わる手配を行ない、入学の準備を整える。なお、入学式より1 か月以内に来日が不可能な
 場合は授業運営上、入学延期または取消の対象となります。

6. 学納金返還について
◇在留資格認定証明書が不交付の場合
　審査料を除く全納入金を返還する。ただし、入学許可書の返却が必要。
◇在留資格認定証明書は交付されたが、査証の発給申請を行わず不来日の場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学許可書と在留資格認定証明書の返却が必要。
◇在外公館で査証の発給申請をしたが、認められず来日できなかった場合
　審査料を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学許可書の返還と在外公館において査証が発給されなかったことを確認できる書類が必要。
◇査証を取得したが、出国前に入学を辞退した場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、査証の失効を確認できる書類と在留資格認定証明書および入学許可書の返却が必要。
◇査証を取得して来日した学生が、退学および不登校の場合
　審査料を含む全納入金は一切返還しない。
◇入国管理局で留学ビザへの変更申請が不許可となった場合
　入学取消となり、審査料を除く全納入金を返還する。ただし、入学許可書の返却が必要。
◇日本国籍または日本の学校に在籍可能な査証を既に所持している者が、入学前に入学を辞退した場合
　審査料と入学金を除く全納入金を返還する。
　ただし、入学月の前月末日までに入学辞退の手続き書類の提出が必要。

   7. 日本語教師養成科
授      業：月曜日～金曜日（週5 日制） 9 時 10 分～14 時 50 分

募集人員： ６0 名   　

修学期間： 1 年（4 月入学～翌年3 月卒業）　　

出願資格：日本もしくは外国において通常の課程による12 年以上の学校教育を修了し、なおかつ大学へ
の入学資格を有する。

補足事項
当校の「日本語教師養成科」は文化庁の「日本語教員の要件として適当と認められる４２０
単位時間以上の研修」の基準を満たし、届出を受理された日本語教師養成講座であり、卒業後、
法務省告示をもって定められた日本語教育機関への就職が可能となります。その際には、以
下の「ニ」項にあるとおり、「学士の学位を有」すること、つまり四年制大学を卒業しているか、
または、「イ」～「ホ」までのいずれかに該当する必要があります。

〈「日本語教育機関の告示基準」第一条十三より抜粋〉
全ての教員が，次のいずれかに該当する者であること。
イ 大学（短期大学を除く。以下この号において同じ。）又は大学院において日本語教育に関
する教育課程を履修して所定の単位を修得し，かつ，当該大学を卒業し又は当該大学院
の課程を修了した者。

ロ 大学又は大学院において日本語教育に関する科目の単位を２６単位以上修得し，かつ，
当該大学を卒業し又は当該大学院の課程を修了した者。

ハ 公益財団法人日本国際教育支援協会が実施する日本語教育能力検定試験に合格した者。
ニ 学士の学位を有し，かつ，日本語教育に関する研修であって適当と認められるものを
４２０単位時間以上受講し，これを修了した者。

ホ その他イからニまでに掲げる者と同等以上の能力があると認められる者。

出願書類：  ①入学願書・履歴書 （本校指定のもの、顔写真貼付）
 学歴欄の学校名、修業年限、入学・卒業年月日は初等教育から正確に記入する。
 ②最終出身学校の卒業証明書
 ③最終出身学校の成績証明書
 ④最高学歴の卒業証明書 （最終出身学校と同一の場合は不要）
 大学を卒業した後に、専門学校等に進学した場合は、大学等（短大、大学院）の証明書も
 提出する。

 ⑤顔写真（縦40 ㎜×横３０㎜） ３枚（願書貼付分含む）
 無帽、無背景、正面向きのもの。デジタルカメラ、カラーコピー等で作成した写真は不可。
 裏面に氏名を記入する。
 ⑥志望理由書A4 1 枚程度
 ⑦審査料 ２０，０００円 （出願後は返金いたしません）
 ⑧学生会館入館申込書 （学生会館への入館を希望する場合は提出が必要です。
 ただし、希望に沿えない場合や入館できない場合もあります）

※各書類は、原本での提出を原則とします。（コピー不可）
※証明書は発行日から３カ月以内の物にしてください。ただし、国外発行物は６カ月以内発行の物でも構いません。

出願期間と試験日程： 別途、お知らせいたします。

審査方法： 出願書類提出の後、面接試験を行い、合否を決定します。

学      費：

※日本語母語話者は145 コマ免除のため、授業料の16%にあたる前期分60,000 円、後期分60,000 円が減
　免になります。
　上記の表の授業料は免除後の金額です。
※教材は教師の指示のもとに各自購入。
※文化学園大学、文化ファッション大学院大学、文化服装学院卒業または退学後の入学者は、審査料・入学金免除。
　

学納金返納について：入学手続き（学費納入）完了後、他校合格等により入学辞退を希望される場合には、
所定の書類の提出により入学辞退となりますので、３月３１日までに手続きをお
取りいただきます。手続き完了後、入学金以外の学費を返還いたします。

以上


